
さいたま国際芸術祭開催事業実施報告書の概要について

新型コロナウイルス感染症感染拡大のため、当初予定していた規模・内容での開催を

見送り、下記のとおり代替プランを実施した。

【代替プラン開催期間】 30日間 （期間中１１会場）

令和2年10月17日（土）～11月15日（日）

※オンラインでの作品映像配信：令和2年10月3日（土）～11月15日（日）

【実施事業】 155事業（代替プラン開催期間の前後に実施した事業を含む）

国内外から招聘したアーティストによる「アートプロジェクト」、市民や文化芸術団体等に

よる作品展示やサポーター活動支援等を実施する「市民プロジェクト」、市内の文化施設

や企業等、庁内各所管と連携し実施する「連携プロジェクト」を実施。併せて、新型コロナ

ウイルス感染症感染拡大に対応するため、作品やイベントの映像配信を実施した。

（集計期間：平成30年1月～令和3年3月）

種別 事業数 参加者数 来場者数
①アートプロジェクト 32事業 1,276人 69,530人
②市民プロジェクト 80事業 263,111人 26,099人
③連携プロジェクト 38事業 34,412人 4,675人
④オンライン・その他関連事業 5事業 4,493人 45人

合計 155事業 303,292人 100,349人

さいたま国際芸術祭開催事業実施状況

【認知度調査等】

大宮駅・浦和駅・さいたま新都心駅・武蔵浦和駅・岩槻駅で通行人を無作為に抽出し

アンケート調査を行ったもの。

・認知度：14.1%（令和元年12月11・14日） ⇒ 24.6%（令和2年11月7・8・11・12日）

※具体的な内容まで知っている、言葉やロゴは見たことがあるがあると回答した方の合計値 （標本数：750人）

【経済効果】

総額：20億8,530万円

（内訳）①経済波及効果 11億9,030万円 ②広告換算価値 8億9,500万円

・主な広告掲載媒体：

新聞：156件（読売・朝日・日経・産経・毎日・東京・埼玉の新聞各紙）

雑誌：69件（ぴあ・ぱど・旅の手帖・美術手帖・装苑等）

テレビ：46件（ＮＨＫ「首都圏ネットワーク」「おはよう日本」・テレビ埼玉「ニュース545」等）

Web・ラジオ等：1,400件（Yahoo!ニュース・LINEニュース・NACK5「Smile SUMMIT」等）

さいたま国際芸術祭開催事業の効果

【サポーター】

「さいたまトリエンナーレ２０１６」を継承し、各プロジェクトへの参加や自主企画活動等により、

国際芸術祭を共につくりあげる役割を担った。

①登録者数：1,481人（令和3年1月31日現在）

②サポーター・ミーティング開催回数：35回

【協賛企業等】 （協賛金及び助成金の合計額：11,550千円）

協賛：22社 助成：1団体 後援：2大使館 協力：3団体

【4年間の実行委員会事業費】（市からの負担金の額：581,041,994円） （単位：円）

来場者アンケート結果

区 分 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 4か年合計

委員会運営費 47,656 96,700 78,706 0 223,062
事業企画費 1,244,442 37,800,314 286,270,125 155,109,173 480,424,054
広報関係費 0 47,251,178 46,848,088 14,850,512 108,949,778
事務局運営費 143,886 1,542,935 1,630,834 536,676 3,854,331

合 計 1,435,984 86,691,127 334,827,753 170,496,361 593,451,225

■「さいたま国際芸術祭２０２０」の全体的な評価 ■「さいたま国際芸術祭２０２０」から受けた影響
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